
北海道における再生可能エネルギーの
連系状況と課題について

2019年8月1日
北海道電力株式会社
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Ⅰ．再生可能エネルギーの連系状況と課題

3



※道央地区は下枠参照

知内

静内

春別
高見

東の沢

下新冠

新冠

奥新冠

奥沙流

富村

十勝奈井江

大野

西名寄

旭川嵐山

西旭川

旭川

西滝川

西当別

北江別

追分西双葉

西音更

女満別

東釧路

西春別

新冠

北七飯

93

88

72

発電所

変電所

開閉所

送電線（275kV）

送電線（187kV）

他社

他社変換所

他社送電線

変換所

北芽室

岩清水

双葉

63

64

62
65

61

66

67

107

105

113

留辺蘂

104
106

109

111

108

112

110

114

102
101

94

北新得
103

115

92

91
71

73
74 77

75

78
76

8179
80

82 83

86

8951

85

87
57
59

58

55

54

53

52
56

120

宇円別

117

84

赤：空容量がなく、N-1電制適用不可

緑：空容量がないが、N-1電制適用可

黒：空容量あり

〇北海道では再生可能エネルギー等の電源導入が進み、電源を連系する地域の送
配電設備に加えて、上位の電圧である基幹系統においても、道央圏を除くエリ
アで空容量がゼロとなっております。

＜系統空容量マップ（187kV以上）＞

単位[万kW]

需要実績※1

最大 ５４２

最小 ２４６

再エネの接続・申込み状況※2

接続済＋
接続契約
申込済

接続検討
申込

太陽光 ２２３ ２９

風力 １８０ ６８７

バイオ ７８ ３１

水力（揚水除く） １６９ ５

地熱 ６ ９

合計 ６５５ ７６１

＜需要実績、再エネの接続・申込み状況＞

※1 2018年度実績
※2 2019年4月末時点

Ⅰ－１ 基幹系統の空容量の状況

4



知内

静内

春別 高見

東の沢

下新冠

新冠

奥新冠

奥沙流

富村
十勝

奈井江

岩清水

大野

西名寄

旭川嵐山

西旭川

旭川

西滝川

西当別

南早来

北江別

追分西双葉

北新得

西音更北芽室

留辺蘂

女満別

宇円別

東釧路

西春別

新冠

北七飯

発電所

変電所

開閉所

送電線（275kV）

送電線（187kV）

他社

変換所

他社送電線

空容量ゼロの送電線

制約エリア（検討対象）

西野

西室蘭

伊達

双葉

○下図に示す基幹系統の増強は、工期が10年を超える大規模な工事が必要となり
ます。

187kV奈井江幹線
（43㎞・10年）

187kV日高幹線
（75㎞・13年）

187kV函館幹線
（164㎞・15年以上） 187kV新得追分線

（99㎞・15年）

道東エリア

道北エリア

道南エリア

187kV名寄幹線
（70㎞・13年）

旭川エリア

苫小牧・
室蘭・伊達
エリア

187kV室蘭西幹線
（87㎞・11年※）

道央圏

※2区間同時進行

187kV糠平新得線
（47㎞・10年）

Ⅰ－２ 増強対策の概要

各エリアで制約のネックとなる送電線
（亘長・単独で施工する場合の概算工期）
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○昨年より道内各地で洋上風力を中心とした１サイト数十万kWの大規模な風力発
電の接続検討申込みが増加しております。

○限られた調整力の中で、道内に風力発電を追加連系するため、弊社はこれまで、
公表マニュアルに基づき20kW以上の風力発電に対し、下記に示す短周期・長周
期の出力変動緩和対策を連系要件としてきました。また、発電設備が大きく、
本技術要件を適用しても、火力発電機の出力調整能力に対して過大となる場合
は、個別協議としてきました。

○現在公表している技術要件は、数十万kWの大規模なサイトを想定したものでは
ないため、今後、大規模風力に対応する技術要件が必要となる可能性がありま
す。

○大規模風力連系を想定した周波数シミュレーションや最適な出力変動緩和対策
等を鋭意検討してまいります。

指定時間帯において、発電所合成出力の変動方向を制御

7:00～10:00：制約①

11:30～13:30：制約②

16:00～19:00：制約①

20:00～23:00：制約③

制約①：蓄電池の放電等により合成出力を減少させない

制約②：蓄電池の充放電等により合成出力を増減させない

制約③：蓄電池の充電等により合成出力を増加させない

短周期変動要件 長周期変動要件

Ⅰ－３ 大規模風力発電の出力変動緩和対策
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○弊社は、太陽光発電については2013年7月、風力発電については2015年12月に指
定電気事業者の指定を受け、現在、各発電事業者さまに対し、将来の出力制御
に向けた準備をお願いしております。

〇指定以降にお申込みいただいた接続契約については、系統ＷＧでご報告してい
るとおり、再生可能エネルギーの導入量に応じて出力制御量も増加する見通し
です。

Ⅰ－４ 出力制御の見通し
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Ⅱ．まとめ
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○再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、道内は道央圏を除くエリアの空容量がゼロ
となっており、さらなる再生可能エネルギーの導入拡大を図るためには、基幹系統
を含む大規模な系統対策が必要な状況となっております。
このため弊社は、電力広域的運営推進機関など全国大の議論を踏まえ、再生可能エ
ネルギーのさらなる連系を可能とする方策について、検討に取り組んでまいります。

○１サイトが数十万kWの大規模風力発電について、需要規模が240～540万kW程度であ
る北海道系統の安定運用に支障をきたすことがないよう、大規模風力連系を想定し
た周波数シミュレーションや最適な出力変動緩和対策等を鋭意検討してまいります。

Ⅱ まとめ
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以 上
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